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先
進
地
視
察
研
修
・
静
岡
県

御
前
崎
市
農
業
委
員
会
及
び

農
業
振
興
拠
点
施
設

　平
成
25
年
11
月
14
日
（
木
）

に
御
前
崎
市
農
業
委
員
会
に
て

視
察
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
御
前
崎
市
農
業
委
員
会

に
お
い
て
は
農
地
の
有
効
利
用
、

担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
担
い

手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
活
動
、

農
地
の
利
用
状
況
調
査
と
そ
の

結
果
発
生
し
た
遊
休
農
地
の
解

消
な
ど
の
各
事
例
に
つ
い
て
、
研

修
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
御
前
崎
市
は
「
農
業

振
興
拠
点
施
設
の
整
備
事
業

地
」
の
開
業
に
向
け
て
「
直

販
」「
６
次
化
」「
体
験
」「
交

流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
農
家
を

元
気
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
し
、
農
業
の
施
設
化
に
よ

り
、
増
加
し
た
耕
作
放
棄
地
の

解
消
な
ど
を
目
指
す
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
併
せ
て
研
修
い
た

し
ま
し
た
。

東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
委
員

会
職
員
現
地
研
究
会

　平
成
25
年
10
月
22
日
（
火
）・

23
日
（
水
）
の
両
日
、
本
県

笛
吹
市
に
お
い
て
東
日
本
ブ

ロ
ッ
ク
農
業
委
員
会
の
代
表

者
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　初
日
前
半
は
東
京
農
工
大

学
・
淵
野
教
授
に
よ
る
「
新
た

な
農
地
制
度
の
も
と
で
の
農
業

委
員
会
の
役
割
と
今
後
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　後
半
に
つ
い
て
は
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ

と
し
て
、「
農
地
基
本
台
帳
の

整
備
・
活
用
と
農
地
利
用
集
積

の
促
進
に
向
け
て
」
と
題
し
て

福
島
県
郡
山
市
・
茨
城
県
八
千

代
町
・
福
井
県
永
平
寺
町
の
各

農
業
委
員
会
か
ら
具
体
的
な
実

践
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
全
体
討
議
が
行
わ
れ
大
変
活

発
な
意
見
交
換
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　２
日
目
前
半
は
、
全
国
農
業

会
議
所
農
地
組
織
対
策
部
か
ら

の
情
勢
報
告
と
し
て
、
農
業
委

員
会
組
織
の
農
地
・
組
織
対
策

の
課
題
と
対
応
等
様
々
な
側
面

か
ら
の
報
告
事
項
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　後
半
に
つ
い
て
は
、
み
ず
ほ

総
合
研
究
所
・
林
文
隆
講
師
に

よ
る
「
日
本
経
済
を
読
む
！
」

と
題
し
て
の
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　２
日
間
を
通
じ
て
東
日
本
各

地
の
農
業
委
員
会
の
課
題
に
つ

い
て
は
、
事
例
を
参
考
に
諸
問

題
等
解
決
の
一
助
に
な
る
大
変

有
意
義
な
研
究
会
に
な
り
ま

し
た
。

　な
お
、
次
年
度
は
山
形
県
天

童
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
の
研
修
等

　毎
月
の
総
会
・
農
地
調
査
・

運
営
委
員
会
・
各
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
・
編
集
委
員
会
な
ど

の
各
会
議
、
農
地
利
用
状
況

調
査
・
農
地
利
用
集
積
業
務
・

農
地
台
帳
修
正
業
務
の
他
に
、

各
地
域
に
お
い
て
の
農
業
に

対
す
る
相
談
業
務
の
他
に
次

の
研
修
や
行
事
等
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

○
10
月
4
日
（
金
）

　埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区

　関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委

　員
研
修
会

○
10
月
11
日
（
金
）

　甲
府
市
役
所
市
長
会
議
室

　平
成
26
年
度
甲
府
市
へ
の
建

　義
書
提
出

○
11
月
5
日
（
火
）

　山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　地
区
別
農
業
委
員
等
研
修
会

○
11
月
19
日
（
火
）

　山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　農
政
推
進
農
業
委
員
大
会

○
12
月
4
日
（
木
）

　東
京
都
千
代
田
区

　農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
等

　特
別
研
修
会

○
2
月
7
日
（
金
）

　甲
府
市
役
所
会
議
室

　千
葉
県
南
房
総
市
農
業
委
員

　会　視
察
対
応

農
業
委
員
会
活
動
報
告
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　本
県
は
、「
果
樹
王
国
や
ま

な
し
」
と
し
て
発
展
し
、
主
要

品
目
で
あ
る
ぶ
ど
う
、
も
も
、

す
も
も
は
、
生
産
量
日
本
一
を

堅
持
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
近
年
、
異
常
気
象

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
り
、
結

実
不
良
、
病
害
や
裂
果
等
の
障

害
が
発
生
し
、
品
質
の
低
下
や

収
穫
量
が
減
少
し
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　特
に
、
ぶ
ど
う
で
は
降
雨
の

影
響
に
よ
る
晩
腐
病
等
の
病
害

の
発
生
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
の

導
入
が
大
変
有
効
で
す
。
し
か

し
、
サ
イ
ド
レ
ス
等
の
雨
よ
け

ハ
ウ
ス
の
導
入
は
、
10
ａ
当
た

り
数
百
万
円
の
経
費
を
要
す
た

め
、
導
入
に
踏
み
切
れ
な
い
農

家
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

こ
で
、
比
較
的
安
価
な
簡
易
雨

よ
け
施
設
の
導
入
を
検
討
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　こ
の
簡
易
雨
よ
け
施
設
は
棚

面
に
幅
一
．
二
ｍ
の
カ
マ
ボ

コ
型
の
資
材
（
ト
ン
ネ
ル
メ
ッ

シ
ュ
）
を
の
せ
、
ビ
ニ
ー
ル
を

被
覆
し
降
雨
を
避
け
る
こ
と
か

ら
、
短
梢
剪
定
を
は
じ
め
、
長

梢
剪
定
で
も
樹
形
改
造
に
よ
り

結
果
部
位
を
直
線
的
と
し
た
園

で
あ
れ
ば
、設
置
が
可
能
で
す
。

　設
置
費
用
は
10
ａ
当
た
り
約

50
万
円
で
、
内
資
材
費
は
35
～

40
万
円
程
度
と
、
従
来
の
雨
よ

け
ハ
ウ
ス
と
比
較
す
る
と
経
費

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
簡
易
雨
よ
け
施
設
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
①
果
房
へ
の

降
雨
が
避
け
ら
れ
る
た
め
、
晩

腐
病
を
は
じ
め
と
す
る
病
害
の

発
生
が
抑
制
で
き
る
、
②
ジ
ベ

レ
リ
ン
処
理
の
再
処
理
の
心
配

が
な
い
、
③
結
実
初
期
（
５
～

６
月
）
の
温
度
を
確
保
で
き
、

初
期
肥
大
が
促
進
さ
れ
、
果
粒

肥
大
が
良
く
な
る
こ
と
等
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、
平
坦
地
で
は
収
穫
期

ま
で
ビ
ニ
ー
ル
を
掛
け
続
け
る

と
、
高
温
と
な
り
着
色
不
良
と

な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
袋
・

傘
か
け
終
了
後
に
ビ
ニ
ー
ル
を

除
去
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、
一
部
の
農
家
で

は
追
加
の
経
費
を
要
し
ま
す

が
、
ビ
ニ
ー
ル
巻
き
上
げ
方
式

へ
改
良
し
、
ビ
ニ
ー
ル
の
開
閉

作
業
を
省
力
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　今
年
度
、
県
で
は
「
果
樹
施

設
化
支
援
事
業
」
を
新
設
し
、

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
簡
易

雨
よ
け
施
設
の
整
備
へ
の
支
援

（
資
材
及
び
設
置
に
係
わ
る
費

用
の
１
／
２
以
内
の
補
助
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　事
業
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

対
象
品
種
等
が
限
ら
れ
る
な
ど

の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
に
関
し
て
は
、
中
北
農
務
事

務
所
農
業
農
村
支
援
課
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

一
、
青
年
就
農
給
付
金

(

経
営
開
始
型
）

　

【
給
付
額
】
150
万
円
／
年

○
新
規
就
農
者
の
定
着
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
就
農
当
初

か
ら
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま

で
の
間
（
最
長
5
年
間
）
の
所

得
を
確
保
す
る
た
め
給
付
金

を
給
付
し
ま
す
。

給
付
要
件

①
原
則
と
し
て
45
歳
未
満

②
独
立
・
自
営
就
農
す
る
方

③�

経
営
開
始
計
画
を
作
成
（
5

年
後
生
計
が
成
り
立
つ
実

現
可
能
な
計
画
）

④�

甲
府
市
が
定
め
る
地
域
農

業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
方
（
見

込
も
可
）

⑤�

就
農
後
の
総
所
得(

本
給
付

金
以
外
）
が
250
万
円
未
満
の

方　
�

農
家
の
子
弟
の
方
も
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
給
付

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

�

詳
し
く
は
、
農
政
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

給
付
対
象
の
特
例

�

・�

夫
婦
と
も
に
就
農
す
る
場
合

（
共
同
経
営
者
で
あ
る
こ
と

が
明
確
で
あ
る
場
合
）
は
夫

婦
合
わ
せ
て
1.5
人
分
を
給
付

し
ま
す

二
、
そ
の
他
の
国
の
就
農
支
援

①�

青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）

農
業
技
術
の
研
修
中
に
給

付
金
を
給
付

②�

農
の
雇
用
事
業

　新
規
就

農
者
を
雇
用
し
て
研
修
を

実
施
す
る
農
業
法
人
等
を

支
援

三
、
市
独
自
の
就
農
支
援

①�

新
規
就
農
者
農
地
集
積
支

援
事
業
奨
励
金

　新
規
就

農
者
（
認
定
就
農
者
）
に
農

地
を
貸
し
出
す
貸
し
手
に

交
付

②�

貸
し
出
し
農
機
具
使
用
料

免
除

　

甲
府
市
役
所
農
政
課

　℡

　２
９
８
ー
４
８
３
４

ぶどうの簡易雨よけ施設の設置状況

新
規
就
農
者
を
支
援
し
ま
す
！

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課
）

ぶ
ど
う
の
簡
易
雨
よ
け
施
設

に
つ
い
て

甲
府
市
農
政
課
よ
り
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　平
成
24
年
度
策
定
さ
れ
た
次

の
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
、
中
心
と
な
る
経
営

体
の
追
加
等
の
更
新
を
12
月
27

日
に
行
い
ま
し
た
。

　・
北
部
山
付
東
部
果
樹
地
域

　・
南
部
平
坦
地
域

　・
中
道
上
九
一
色
地
域

　地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
詳
細
に
つ
い
て
は
甲
府
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

　甲
府
市
役
所
農
政
課

　℡

　２
９
８
ー
４
８
３
４

　こ
の
制
度
は
、
農
業
・
農
村

が
持
っ
て
い
る
水
源
か
ん
養
・

洪
水
の
防
止
・
土
壌
の
侵
食
や

崩
壊
の
防
止
機
能
を
重
視
し
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
深
刻

な
状
況
に
あ
る
中
山
間
地
域
で

の
農
業
生
産
の
維
持
を
図
り
、

多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　平
成
26
年
度
の
協
定
書
提
出

期
限
は
6
月
30
日
で
す
。
協
定

を
希
望
さ
れ
る
対
象
の
皆
様
は

農
政
課
へ
早
め
に
ご
連
絡
下
さ

い
。　平

成
25
年
度
実
績

協
定
名:

平
瀬
町
ほ
か
８
集
落

協
定
参
加
者:

143
名

協
定
農
用
地:

急
・
緩
傾
斜

協
定
面
積:
２
９
０
３
７
４
㎡

交
付
金
額:
２
９
６
６
６
６
２
円

　甲
府
市
役
所
農
政
課

　℡

　２
９
８
ー
４
８
３
６

　平
成
25
年
度
の
甲
府
市
農
業

賞
は
、
上
今
井
町
の
今
井
茂
樹

さ
ん
で
す
。
11
月
9
日
開
催
の

第
40
回
甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り

式
典
に
お
い
て
、
直
接
、
宮
島

市
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　今
井
さ
ん
は
先
進
的
な
イ
チ

ゴ
栽
培
を
は
じ
め
モ
ロ
コ
シ
の

ハ
ウ
ス
栽
培
の
導
入
、
花
卉
栽

培
の
普
及
・
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、

水
稲
・
野
菜
・
花
卉
を
組
み
合

わ
せ
た
複
合
経
営
の
モ
デ
ル
的

農
家
と
し
て
、
地
域
農
業
の
振

興
・
維
持
に
尽
力
さ
れ
て
き
た

多
大
な
貢
献
に
対
し
て
、
栄
誉

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
と

も
本
市
農
業
の
発
展
に
、
御
指

導
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　昨
年
10
月
24
日
、
甲
府
市
よ

り
推
薦
さ
れ
た
佐
野
安
男
さ
ん

が
献
穀
者
と
し
て
、
宮
島
雅
展

甲
府
市
長
随
行
の
も
と
に
、
皇

居
賢
所
献
上
の
間
に
て
、
各
県

代
表
と
共
に
献
納
式
に
参
列
、

1.8
ℓ
の
献
上
米
を
拝
納
さ
れ
ま

し
た
。
献
納
式
終
了
後
、
新
嘗

祭
が
執
り
行
わ
れ
る
神
嘉
殿
を

拝
観
・
御
会
釈
に
臨
ま
れ
ま
し

た
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
よ
り
作

柄
状
況
に
つ
い
て
御
尋
ね
御
言

葉
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
佐
野

さ
ん
よ
り「
関
係
の
皆
様
に
よ
っ

て
無
事
上
納
で
き
ま
し
た
事
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と
の
ご
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
ベ
ニ
バ
ラ
ー
ド
」
を
育
種

開
発
し
た
米
山
農
園
（
米
山
孝

之
）
さ
ん
が
こ
の
度
「
ウ
イ
ン

デ
ィ
ー
サ
マ
ー
」「
黒
い
ア
ル

フ
ァ
」「
シ
ャ
イ
ニ
ー
レ
デ
ィ
ー
」

「
シ
ャ
ワ
ー
マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
４

品
種
が
農
林
水
産
省
に
品
種
登

録
さ
れ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
登
録
品
種
「
バ
ラ
ー

ド
」
や
「
黒
い
バ
ラ
ー
ド
」
と

欧
州
系
の
高
級
品
種「
マ
ス
カ
ッ

ト
・
オ
ブ
・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ア
」
を
交
配
し
、
早
生
で
大
粒
、

糖
度
の
高
い
品
種
で
す
。

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー

　プ
ラ
ン
の
更
新

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

左上：
シャイニーレディー
右上：
シャワーマスカット
左下：
黒いアルファ
右下：
ウインディーサマー

甲
府
市
農
業
賞

上
今
井
町

　今 

井 

茂 

樹 

様

新
嘗
祭
献
穀
に
際
し
て

下
今
井
町

　佐 

野 

安 

男 

様

葡
萄
新
種
開
発
に
つ
い
て

落
合
町

　米 

山 

孝 

之 

様

中山間地域等直接支払制度の対象となっている農地

左端：甲府市長　左：佐野夫妻

右：渡辺夫妻　右端：鳴沢村長
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時
代
と
共
に
変
わ
る
生
活
環
境

　貢
川
二
丁
目

　花
形

　満
寛

　

　貢
川
一
・
二
丁
目
（
旧
下
河

原
町
）
は
甲
府
市
の
最
西
部
に

位
置
し
、
過
去
に
お
い
て
は
昭

和
八
年
か
ら
四
十
七
年
の
間
、

山
梨
の
農
業
の
先
進
農
業
施
設

と
し
て
、
山
梨
県
立
農
業
試
験

場
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
当

時
の
地
域
は
ほ
と
ん
ど
が
田
畑

だ
け
の
農
業
専
用
地
域
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
生
活
環
境
の

中
で
東
に
位
置
す
る
貢
川
小
学

校
の
下
校
時
等
に
は
、
毎
日
の

様
に
試
験
場
の
中
に
有
る
大
木

に
登
り
、
時
に
は
作
物
の
栽
培

さ
れ
て
い
る
圃
場
に
入
っ
た
り

し
て
悪
戯
を
重
ね
る
度
に
怒
ら

れ
な
が
ら
育
っ
た
頃
が
、
今
に

な
っ
て
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　そ
の
後
時
代
の
変
革
と
共
に

農
業
試
験
場
は
移
転
し
、
そ
の

跡
地
に
は
県
立
美
術
館
が
、
そ

の
後
県
立
文
学
館
が
開
館
さ
れ

両
館
と
も
に
年
間
を
通
じ
て

様
々
な
催
し
が
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
敷
地
内
に
は
大
き
な

樹
木
も
あ
り
地
域
住
民
の
憩
い

の
場
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　私
た
ち
の
地
域
も
市
街
化
地

域
と
な
り
、
農
地
は
減
り
農
業

後
継
者
は
少
数
で
す
が
、
遊
休

農
地
も
見
受
け
ら
れ
農
業
委
員

と
し
て
も
大
変
危
惧
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

特
に
微
力
な
が
ら
改
善
に
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　時
代
の
遍
歴
と
と
も
に
農
業

中
心
の
地
域
か
ら
、
芸
術
・
観

光
の
一
大
拠
点
と
な
り
生
活
環

境
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　美
術
館
に
は
、
余
り
に
も
身

近
な
た
め
開
館
か
ら
36
年
経
過

し
ま
す
が
、
未
だ
数
回
し
か
入

館
し
た
こ
と
が
無
い
次
第
で

す
。　入

館
し
て
い
た
だ
く
と
施
設

を
は
じ
め
内
容
の
良
さ
が
解
り

ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
鑑
賞
す

る
こ
と
で
文
化
芸
術
の
良
さ
を

改
め
て
発
見
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

農 

と 

脳
下
曽
根
町

　宮
沢

　幸
洋

　梅
一
輪
、
一
輪
ほ
ど
の
暖
か

さ
（
服
部
嵐
雪
）、
早
く
も
草

花
が
芽
吹
く
季
節
と
な
り
ま
し

た
。　も

ろ
こ
し
栽
培
農
家
は
種
ま

き
の
真
っ
最
中
で
二
重
・
一
重

ト
ン
ネ
ル
を
終
え
、
こ
れ
か
ら

は
穴
あ
き
ト
ン
ネ
ル
、
露
地
栽

培
へ
と
移
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で

す
。　昨

年
は
４
月
に
入
り
12
日
、

22
日
の
想
定
外
の
低
温
に
よ
る

凍
霜
害
に
遭
い
も
ろ
こ
し
農
家

は
散
々
な
目
に
あ
い
、
ま
た
果

樹
栽
培
農
家
で
は
夏
の
異
常
気

象
に
振
り
回
さ
れ
、特
に
モ
モ
、

ス
モ
モ
は
大
変
に
苦
労
の
多

か
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
昨
年
は
昨
年
、
今
年

は
今
年
で
き
っ
と
良
い
年
に
な

る
こ
と
を
信
じ
て
農
業
に
精
を

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　私
は
40
年
余
り
会
社
勤
め
を

し
て
退
職
後
農
業
を
始
め
て
９

年
目
に
な
る
高
齢
新
規
就
農
者

と
し
て
初
歩
か
ら
の
農
業
で

す
。　就

農
当
初
は
先
輩
農
家
の
作

業
方
法
を
見
よ
う
見
ま
ね
で

行
っ
て
い
た
が
や
は
り
限
界
に

突
き
当
た
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
作
業
手
順
、
施
肥

等
諸
々
の
相
談
を
す
る
中
で
メ

モ
等
を
取
り
な
が
ら
作
業
実
践

を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
明
日
は
こ
れ
を
行
う
こ

と
に
し
よ
う
、
さ
ら
に
計
画
を

立
て
て
来
月
に
つ
い
て
は
こ
の

範
囲
ま
で
の
構
想
を
練
る
こ
と

に
し
よ
う
、
更
に
は
来
年
度
に

向
け
て
長
期
的
な
事
業
に
つ
い

て
確
立
し
て
実
践
す
べ
し
と
、

脳
が
活
気
付
き
農
業
に
対
す
る

意
欲
が
満
々
と
湧
い
て
お
り
ま

す
。　ま

た
、
農
業
ば
か
り
で
な
く

そ
れ
ら
に
付
随
す
る
内
容
で
、

地
元
の
大
勢
の
方
々
と
話
し
を

す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
様
子

が
今
ま
で
以
上
に
掌
握
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
う
い
う
時
の
脳
の
働
き

（
わ
く
わ
く
感
）
は
、
明
日
遠

足
に
行
く
子
供
の
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
子
供
の
脳
は
日
々
色
々

な
こ
と
を
経
験
し
て
大
き
く
発

達
し
ま
す
。

　し
か
し
、私
の
脳
の
場
合
は
、

年
齢
と
と
も
に
衰
え
る
こ
と
な

く
現
状
維
持
で
い
て
く
れ
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　先
日
、「
じ
い
じ
の
作
っ
た

野
菜
は
美
味
し
い
ね
」
と
孫
に

褒
め
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
す
ま
す
（
わ
く
わ
く
感
）

が
つ
の
っ
て
く
る
今
日
こ
の

頃
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
農
業

を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

農
業
委
員
の
エ
ッ
セ
イ
集

農  

感  

記

第
三
十
集
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　　右
左
口
町
七
覚
地
区
で
は
、

地
域
周
辺
に
広
が
っ
て
い
る
耕

作
放
棄
地
を
解
消
し
、
住
み
良

い
地
域
環
境
を
整
備
す
る
た
め

に
、「
七
覚
む
ら
づ
く
り
協
議

会
」
を
結
成
し
て
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

解
消
し
た
耕
作
放
棄
地
を
利
用

し
て
、
住
民
総
出
で
蕎
麦
の
種

ま
き
を
し
、
秋
に
は
小
学
生
か

ら
高
齢
者
ま
で
自
治
会
館
に
集

ま
り
「
そ
ば
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
そ
ば

打
ち
体
験
や
、
市
内
大
学
生
に

よ
る
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
見
学
し

て
、
地
域
の
方
々
の
交
流
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

　平
成
25
年
1
月
か
ら
25
年
12

月
ま
で
に
締
結
（
公
告
）
さ
れ

た
賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
水

準
は
、
左
記
の
と
お
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　賃
貸
借
を
行
う
際
の
参
考
に

し
て
下
さ
い
。

※
１ 

　デ
ー
タ
数
は
集
計
に
用

い
た
筆
数
で
す
。

※
２ 

　金
額
は
、
算
出
結
果
を

四
捨
五
入
し
て
100
円
単
位

　
　に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
３ 

　表
中
の
数
値
は
、
平

均
額
＋－
70
％
を
逸
脱
す
る

デ
ー
タ
は
除
い
て
い
ま

す
。

　農
業
委
員
会
で
は
、
3
月
3

日
、
先
の
記
録
的
大
雪
に
よ
る

被
災
農
家
の
再
建
に
係
る
支
援

に
つ
い
て
、
市
長
と
市
議
会
議

長
に
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

　特
に
被
害
の
大
き
い
ハ
ウ
ス

栽
培
農
家
に
対
し
、
営
農
意
欲

が
持
続
さ
れ
る
よ
う
な
農
家
が

求
め
る
支
援
策
の
早
期
実
施
を

要
請
い
た
し
ま
し
た
。

　農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金

だ
け
で
は
不
十
分
な
老
後
の
生

活
費
を
農
業
者
が
年
金
の
形
で

受
給
で
き
る
よ
う
設
け
ら
れ
た

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　平
成
26
年
度
農
業
臨
時
雇
賃

金
等
標
準
額
に
つ
い
て
、
4
月

中
に
JA
甲
府
市
・
市
関
係
機
関

の
窓
口
に
配
布
い
た
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　上
曽
根
町
地
内
の
農
園
で
、

桃
の
摘
花
作
業
に
勤
し
む
園
主

の
様
子
で
す
。

　小
正
月
行
事
は
、
右
左
口
町

宿
地
区
で
毎
年
1
月
の
第
二
週

に
育
成
会
で
行
っ
て
い
る
「
ど

ん
ど
焼
き
」
の
様
子
で
す
。

　編
集
委
員
の
皆
様
特
に
農
感

記
へ
の
ご
寄
稿
及
び
写
真
の
提

供
、
さ
ら
に
取
材
に
応
じ
て
下

さ
い
ま
し
た
方
々
に
は
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

編  

集  

後  

記

大
雪
被
災
農
家
の支

援
を
要
請

耕
作
放
棄
地
解
消
の
取
組
み

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
臨
時
雇
賃
金
等

　

標
準
額
に
つ
い
て

甲
府
市
賃
借
料
情
報

市長に要請書を渡す塩野会長

作物区分 甲府市平均
旧甲府市

（平坦地）

旧甲府市

（山間地）
旧中道町

水　稲

平均額 １１，９００ １２，０００ － １０，７００

最 高 額 ２０，０００ ２０，０００ － １７，７００

最 低 額 ５，５００ ５，５００ － ３，６００

データ数 ５９ ４８ － １１

野　菜

平均額 １１，２００ １２，３００ － １０，４００

最 高 額 ２０，０００ ２０，０００ － ２０，０００

最 低 額 ４，７００ ４，７００ － ４，８００

データ数 ９６ ４０ － ５６

果　樹

平均額 １９，３００ ２０，２００ １８，６００ ６，７００

最 高 額 ３５，６００ ３５，６００ ３３，７００ １１，６００

最 低 額 ８，０００ １０，０００ ８，４００ ３，８００

データ数 ９８ ６６ ２１ １１

（円／１０a当たり）

表
紙
写
真
の
紹
介

桃
の
摘
花
作
業

小
正
月
行
事




